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検証する定量的な効果とその目標
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BIM受渡

BIMに限らない
データ受渡

※着色部分が検証対象

【業務内容】

【データ受渡】
※着色部分が検証対象
※記載文字は実施主体を示す

BIM作成・活用

検証・課題分析等の全体概要

分析する課題 応 募 者 の 概 要

検証の対象

プロジェクト概要

【連携事業】IFC及びIoT活用による情報管理と生産・維持管理プロセスへの検証
～緊急時でも稼働を続ける施設の維持管理の仕組み～

【データ連携】BIMとデータベース連携による効果と検証
・BIMからデータベース作成（各種台帳）作成及び確認業務の削減 60％
・BIMによる長期修繕計画策定業務の削減 20％
【保全業務】点検業務と劣化分析、環境分析の効率検証
・BIMによる設備点検業務の削減 10％
・劣化判定と耐用年数の最適化によるコスト削減 50％
・BEMSとBIM連携長期修繕計画策定による保全コストの削減 30％
・IoT情報とBIMデータベースによる環境分析の効率化 10％

【目的】
維持管理は保全、修繕を行う業務であり、そのプロセスは修繕計画に基
づいて将来のコストを予測し、そのコスト改善をするために保全計画を
実施する。病院という複雑な施設の維持管理に対応するシステム構築を
行い、BIMと連携した維持管理ワークフローの確立と効果検証を行う。
【実施概要】
・緊急対応施設における維持管理ワークフローの構築と検証
・IFCデータを活用した維持管理システム連携の検証
・IoTとBIMを連携した保全業務の検証
・BIMと維持管理データベースの連携構築と検証

【データ検証】BIMモデルのオブジェクト属性における明確な分類の可能性検証
・緊急時の空間や系統の分類
・維持管理で利用するBIMモデルの作成（属性などの選択）
【システム連携検証】BIMとFMデータベース、IoTとFMデータベースによる連携
・BIMと連携するデータベースの構築とそれを利用した分析
・IoTとFMデータベース連携による環境分析の可能性検証
・IoT連携による保全業務
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維持管理モデルの作成と維持管理ワークフロー（通常と緊急時）を確立しこれまで経験や勘に
たよって判断された維持管理プロセスをモデル化する。業務の効率化や精度の向上及び効果を
検証する。課題は維持管理に適したBIMモデルの作成と修繕、保全コストの策定やBEMS情報
から取得される情報と点検情報からの劣化判定手法の確立。

BIM連携プラットフォーム概要

点検システムによる劣化判定

実施体制

ワイブルプロセスによる劣化判定

【連携事業】IFC及びIoT活用による情報管理と生産・維持管理プロセスへの検証
～緊急時でも稼働を続ける施設の維持管理の仕組み～
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